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死
刑
と
無
期
懲
役
の
格
差
に
関
す
る
質
問
主
意
書

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
相
次
い
だ
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
判
決
で
、
死
刑
を
求
刑
さ
れ
た
被
告
人
の
一
人
が
無
期
懲
役
と

な
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
こ
の
被
告
人
が
若
い
こ
と
も
あ
り
、
被
害
者
側
か
ら
は
「
二
十
年
程
度
で
社
会
に
復
帰
す
る
の

は
、
納
得
で
き
な
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
と
い
う
。
国
家
が
生
命
を
奪
う
死
刑
と
二
十
年
程
度
で
仮
出
獄
で
き
る
無
期
懲
役

の
間
に
は
、
あ
ま
り
に
大
き
な
格
差
が
あ
る
。
こ
の
格
差
と
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。

七
月
六
日
提
出
「
新
内
閣
に
あ
ら
た
め
て
死
刑
の
是
非
を
問
う
質
問
主
意
書
」
（
以
下
「
前
回
主
意
書
」
と
す
る
）
に
対
す
る

同
月
二
十
八
日
付
け
答
弁
書
（
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
す
る
）
に
つ
い
て
も
、
一
部
再
質
問
す
る
。

一

無
期
懲
役

（
�
）

無
期
懲
役
と
い
う
刑
罰
の
淵
源
を
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

日
本
に
無
期
懲
役
と
い
う
刑
罰
が
導
入
さ
れ
た
時
期
と
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

戦
後
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
た
受
刑
者
は
何
人
い
る
か
。
各
年
の
平
均
服
役
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
�
）

戦
後
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
、
恩
赦
で
減
刑
さ
れ
た
受
刑
者
は
何
人
い
る
か
。

一



（
�
）

無
期
懲
役
が
確
定
し
た
受
刑
者
が
仮
出
獄
す
る
際
の
要
件
、
手
続
き
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

仮
出
獄
を
認
め
る
際
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

八
月
一
日
現
在
、
無
期
懲
役
が
確
定
し
、
服
役
し
て
い
る
受
刑
者
は
何
人
い
る
か
。
服
役
し
て
い
る
矯
正
施
設

名
、
性
別
、
服
役
期
間
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

無
期
懲
役
の
受
刑
者
が
仮
出
獄
中
、
強
盗
殺
人
や
殺
人
事
件
を
起
こ
し
、
再
び
有
罪
判
決
を
受
け
た
ケ
ー
ス
は
戦

後
何
件
あ
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
仮
出
獄
ま
で
の
服
役
期
間
、
仮
出
獄
中
の
事
件
の
判
決
内
容
と
検
察
官
上

訴
、
確
定
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

無
期
懲
役
の
受
刑
者
が
仮
出
獄
中
、
強
盗
殺
人
や
殺
人
事
件
を
起
こ
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

（
��
）

無
期
懲
役
が
確
定
し
た
事
件
の
被
害
者
感
情
に
つ
い
て
、
調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
被
害
者
感
情
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
か
。

（
��
）

無
期
懲
役
受
刑
者
は
十
年
服
役
後
に
仮
出
獄
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
た
刑
法
二
十
八
条
の
立
法
趣
旨
、
立

法
の
経
緯
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二



（
��
）

死
刑
と
無
期
懲
役
の
格
差
を
埋
め
る
た
め
、
仮
出
獄
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
期
間
は
判
決
に
含
め
る
よ
う

に
改
正
す
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
��
）

政
府
は
死
刑
と
無
期
懲
役
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
新
し
い
刑
罰
の
導
入
な
ど
で
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。
そ
れ
と
も
格
差
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
か
。

二

終
身
刑

（
�
）

公
明
党
は
終
身
刑
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
法
務
省
の
上
田
勇
総
括
政
務
次
官
も
メ
ン
バ
ー
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
終
身
刑
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
�
）

日
本
に
終
身
刑
が
導
入
さ
れ
た
歴
史
は
あ
る
か
。
終
身
刑
の
淵
源
に
つ
い
て
、
説
明
さ
れ
た
い
。

（
�
）

終
身
刑
を
導
入
し
て
い
る
諸
外
国
の
例
、
導
入
さ
れ
た
経
緯
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

終
身
刑
が
導
入
さ
れ
て
い
る
国
、
州
に
お
い
て
、
終
身
刑
受
刑
者
に
対
す
る
処
遇
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

死
刑

（
�
）

死
刑
の
淵
源
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三



（
�
）

日
本
で
死
刑
が
始
ま
っ
た
の
は
い
つ
か
。

（
�
）

前
回
主
意
書
で
、
日
本
が
死
刑
を
廃
止
し
て
い
た
歴
史
的
事
実
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
、
前
回
答
弁
書
「
二
の

（
一
）
、
（
三
）
及
び
（
四
）
に
つ
い
て
」
は
「
死
刑
制
度
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
」
と
し
て
、
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
、
も
う
一
度
質
問
す
る
。
「
死
者
ま
た

生
く
べ
か
ら
ず
」
（
罪
人
を
処
刑
し
て
も
死
者
は
生
き
返
ら
な
い
）
と
し
て
、
死
刑
を
廃
止
し
た
聖
武
天
皇
の
施
策

に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
�
）

日
本
は
「
神
の
国
」
か
。

（
�
）

前
回
主
意
書
で
「
天
皇
で
な
け
れ
ば
、
死
刑
は
廃
止
で
き
な
い
の
か
」
と
尋
ね
た
が
、
具
体
的
な
答
弁
が
な
か
っ

た
の
で
、
も
う
一
度
質
問
す
る
。
日
本
で
死
刑
を
廃
止
し
た
こ
と
が
あ
る
の
は
天
皇
だ
け
。
「
神
の
国
」
だ
か
ら
、

天
皇
で
な
け
れ
ば
、
死
刑
は
廃
止
で
き
な
い
の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
天
皇
の
権
限
が
国
事
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
る

現
憲
法
下
で
は
、
国
民
世
論
に
か
か
わ
ら
ず
、
死
刑
は
廃
止
で
き
な
い
の
か
。

（
�
）

前
回
答
弁
書
「
二
の
（
二
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
聖
武
天
皇
ら
に
よ
る
死
刑
廃
止
の
歴
史
的
事
実
を
確
認
す

る
た
め
、
政
府
は
「
我
が
国
の
刑
罰
等
に
関
す
る
文
献
に
つ
い
て
可
能
な
範
囲
で
調
査
を
行
っ
た
」
と
し
て
い
る

四



が
、
日
本
書
紀
や
各
天
皇
の
伝
記
な
ど
歴
史
に
か
か
わ
る
文
献
も
調
査
し
た
の
か
。
新
た
に
調
査
範
囲
を
広
げ
て
、

聖
武
天
皇
ら
に
よ
る
死
刑
廃
止
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

前
回
答
弁
書
「
三
の
（
二
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
死
刑
執
行
に
当
た
る
刑
務
官
の
心
情
に
つ
い
て
、
政
府
は

ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
接
な
ど
に
よ
る
調
査
を
組
織
的
に
実
施
し
た
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
組
織
的
に
調
査

し
な
い
の
か
。

（
�
）

前
回
答
弁
書
「
四
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
必
要
に
応
じ
、
法
務
大
臣
や
そ
の
命
を
受
け

た
法
務
総
括
政
務
次
官
が
自
ら
死
刑
執
行
対
象
者
の
記
録
を
精
査
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
法
務
大
臣
や
総
括
政
務
次
官
が
自
ら
記
録
を
精
査
し
た
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た
の
か
。

（
�
）

法
務
大
臣
や
総
括
政
務
次
官
が
自
ら
記
録
を
精
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
は
ど
う
い
う
ケ
ー
ス
か
。

（
��
）

法
務
大
臣
や
総
括
政
務
次
官
は
死
刑
執
行
に
当
た
る
刑
務
官
か
ら
、
そ
の
心
情
や
意
見
を
聴
取
す
る
意
向
は
あ
る

か
。
「
あ
る
」
「
な
い
」
の
二
者
択
一
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
��
）

戦
後
、
被
告
人
の
死
刑
判
決
が
上
告
審
か
再
審
で
破
棄
さ
れ
、
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
「
免
田
事
件
」
な
ど
六
事

件
に
つ
い
て
、
検
察
庁
が
捜
査
、
公
判
を
検
証
し
た
文
書
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
法
務
大
臣
や
総
括
政
務
次
官
は
こ

五



の
文
書
を
読
ん
だ
か
。

（
��
）

法
務
大
臣
と
総
括
政
務
次
官
は
「
死
刑
を
執
行
し
た
者
の
中
に
は
誤
判
に
よ
る
無
実
の
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
な
い
」
（
こ
れ
ま
で
の
政
府
答
弁
書
）
と
確
信
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


